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ものづくり
日本を支える
接着剤

日本接着剤工業会
野川隆幸会長

接着の日接着の日は

建築接着のおもな施工例
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日本接着剤工業会

こんなに

使われて
いる！

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
複
合
材
料
か
ら
成
る
製
品
が
多

く
な
っ
た
現
在
、
接
着
剤
こ
そ
が
産

業
を
支
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
う
な
れ
ば
日

本
の
産
業
界
の
縁
の
下
の
力
持
ち
。

接
着
剤
な
し
に
製
品
は
で
き
な
い
し
、

接
着
剤
の
進
歩
な
し
に
製
品
の
進
化

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

接
着
剤
は
身
近
な
生
活
の
品
々
か

ら
最
先
端
の
工
業
製
品
ま
で
使
わ
れ

て
い
る
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
が
実
状
だ
。
モ
ノ
と
モ
ノ
が
接

着
す
る
に
は
、
分
子
間
力
や
化
学
結

合
、
水
素
結
合
な
ど
の
原
理
が
あ
る
。

そ
れ
ら
の
原
理
を
複
合
し
て
接
着
剤

は
作
ら
れ
る
。
現
在
、
国
内
だ
け
で

も
用
途
や
目
的
に
合
わ
せ
て
開
発
さ

れ
た
接
着
剤
の
数
は
数
千
種
類
に
及

ぶ
と
い
う
。

　

た
と
え
ば
、
家
具
な
ど
に
使
わ
れ

る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
パ
ネ
ル
は
、
接
着
剤

を
使
う
こ
と
で
軽
量
に
な
り
反
り
や

狂
い
の
少
な
い
部
材
に
な
る
。
高
層

建
築
の
分
野
で
は
接
着
剤
が
〝
第
三

の
釘
〞
と
い
わ
れ
、
外
壁
軽
量
化
の

た
め
の
パ
ネ
ル
工
法
は
接
着
剤
が
あ

っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
。
ダ
ン
ボ

ー
ル
は
接
着
剤
に
よ
っ
て
薄
い
紙
か

は
あ
り
え
な
い
の
で
す
」

　

と
語
る
の
は
、
日
本
接
着
剤
工
業

会
の
野
川
隆
幸
会
長
。

　

同
会
は
1
9
6
6
（
昭
和
41
）
年

に
、
接
着
剤
業
界
の
健
全
な
発
展
と

向
上
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
業
界

唯
一
の
全
国
的
業
者
団
体
。
昨
年
よ

り
、
9
月
29
日
を
〝
接
着
の
日
〞

（ 

9 

2 

9 

で
〝
く
っ
つ
く
〞
と
読
む
）

と
定
め
、
接
着
剤
の
認
知
度
向
上
に

来
よ
り
接
着
剤
は
、
モ
ノ
と

モ
ノ
と
を
結
び
付
け
る
重
要

古
「

用
途
に
合
わ
せ
て

開
発
さ
れ
た
接
着
剤
は

数
千
に
及
ぶ

モノが作られるところには、必ずといっていいほど
接着剤の存在がある。接着剤メーカー93社の正会員と
37社の賛助会員で構成される日本接着剤工業会では、製品の
標準化を推進、消費者の安全・安心を守り、地球環境保全への
取り組みなどを行っている。9月29日（くっつく）は  接着の日 。
あらためて接着剤の意義について考えてみる。

〝 〝

浴室壁タイル用
外装タイル用目地材
断熱材取付金具
断熱材直張り用
クッションフロアー用
不燃難燃ボード類直張り用
巾木用
エキスパンジョンジョイント用
内装壁タイル用
化粧合板用
下地木工事用
床タイル用
壁クロス用
内装タイル用目地材
注入補修用
床組木れんが用
配管回り用
外装タイル用

防水シール用
モルタル塗り継ぎ用
ノンスリップ用
塩ビ系床シート用
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図1揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の
　 排出の状況

図2各地における
　 排出量
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（左目盛り）

関東地区（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）

関西地区（大阪府、兵庫県）

中部地区（愛知県、三重県）

排出量の削減率
（右目盛り）

0 0

100

2000
（基準年度）

2005 2006 2007 2008 2009 2010
（最終目標）

10

20

30

40

50

200

300

400

500

600
（トン）

（トン）

（％）

（年度）

（年度）

598

470

21

487

422

362
337

419

（右目盛り）

470

21

487

422

362
337

19

29

39

44

0

20

40

60

80

100

2000 2005 2006 2007 2008 2009

出所：日本接着剤工業会

2010
（最終目標）

VOC削減自主行動計画（2009年度報告）

ら
強
度
や
緩
衝
を
持
つ
製
品
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
紙
に
ア
ル
ミ
箔は

く

や
透
明

な
シ
ー
ト
を
接
着
す
る
フ
ィ
ル
ム
シ

ー
ト
は
、
レ
ト
ル
ト
食
品
の
包
装
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
利
用
さ
れ
て

い
る
。

「
接
着
剤
の
進
歩
と
と
も
に
、
そ
れ

ま
で
不
可
能
だ
っ
た
部
材
の
接
合
が

可
能
に
な
り
、
新
た
な
製
品
が
生
み

出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
製
品
を
作
る

メ
ー
カ
ー
側
の
ニ
ー
ズ
も
多
種
多
様

に
な
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
の
地
道
な
研
究
開
発
が
、
接
着
剤

の
性
能
を
向
上
さ
せ
て
き
た
面
も
あ

り
ま
す
」

　

と
野
川
会
長
は
説
明
す
る
。
現
在

分
野
で
重
要
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
髪

の
毛
ほ
ど
の
太
さ
で
あ
り
、
フ
ァ
イ

バ
ー
同
士
の
接
続
に
は
軸
ズ
レ
を
防

ぐ
た
め
高
精
度
の
接
着
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
紫
外
線
を
照
射
す
る

と
数
十
秒
で
固
ま
る
特
殊
な
接
着
剤

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
台
所
に
あ

る
2
種
一
体
の
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
、
接

着
剤
は
文
字
ど
お
り
さ
ま
ざ
ま
な
か

た
ち
で
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
支
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
接
着
剤
工
業
会
で
は
、
こ

れ
ら
接
着
剤
の
標
準
化
を
推
進
す

る
一
方
、
地
球
環
境
や
人
に
優
し

い
接
着
剤
の
実
現
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的

に
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因

に
な
る
V
O
C
（
揮
発
性
有
機
化

合
物
）
や
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候

群
の
原
因
と
な
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
の
排
出
の
抑
制
で
あ
る
。
同

工
業
会
で
は
自
主
的
な
認
定
制
度

を
設
け
、
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
製

品
に
〝
F
☆
☆
☆
☆
〞（
＝
4
つ

星
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
）
等
の
認
証

を
与
え
て
い
る
。

「
2
0
0
0
年
に
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
し
た
大
気
へ
の
排
出
削
減

は
、
事
業
者
の
方
が
た
が
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
お
か
げ
で
、 

V 

O 

C 

排
出
削
減
の
最
終
目
標
30
％

（
10
年
度
）
は
、
2
年
も
前
倒
し
で

達
成
し
ま
し
た
（
図
1
参
照
）。
ノ

ン
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
品
や 

4 

V 

O 

C 

基
準
適
合
製
品
の
認
定
も
進
ん

で
お
り
、
今
国
内
の
住
宅
で
使
用
さ

れ
て
い
る
接
着
剤
の
ほ
と
ん
ど
は
、

最
高
水
準
の
〝
F
☆
☆
☆
☆
と 

4 

V 

O 

C 

基
準
適
合
製
品
〞
に
な
っ
て
い

ま
す
」（
野
川
会
長
）

　

同
工
業
会
で
は
ま
た
「
接
着
技
術

学
校
」
や
「
接
着
剤
入
門
講
座
」
等

を
開
設
し
、
接
着
に
関
す
る
教
育
活

動
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
情
報
交

換
を
通
じ
て
最
新
動
向
を
学
ぶ
た
め
、

接
着
剤
業
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
12
年

に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
「
世
界
接
着

剤
会
議
（
W
A
C
）」
を
は
じ
め
、

14
年
に
は
「
ア
ジ
ア
地
域
接
着
剤
会

議
（
A
R
A
C
）」
を
日
本
で
開
催
。

16
年
に
は
同
工
業
会
の
50
周
年
に
合

わ
せ
て
W
A
C
の
日
本
誘
致
を
計
画

し
て
い
る
。

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
よ
り
接

着
剤
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
縁
の
下
で
産

業
を
支
え
て
い
る
と
い
う
自
負
を
持

ち
な
が
ら
、
今
後
は
安
全
で
質
の
高

い
日
本
の
接
着
剤
を
世
界
の
市
場
へ

広
げ
て
ゆ
く
努
力
も
し
て
い
き
た

い
」
と
、
野
川
会
長
は
結
ん
だ
。

の
流
れ
る
よ
う
な
ク
ル
マ
の
デ
ザ
イ

ン
を
可
能
に
し
た
の
は
、
窓
ガ
ラ
ス

と
車
体
の
接
合
に
接
着
剤
が
使
わ
れ

て
い
る
か
ら
。
超
音
速
で
飛
ぶ
ジ
ェ

ッ
ト
機
の
翼
も
軽
量
化
と
安
全
性
の

た
め
、
フ
ィ
ル
ム
状
の
構
造
用
接
着

剤
が
リ
ベ
ッ
ト
と
併
せ
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
な
ど

の
ロ
ケ
ッ
ト
に
も
、
放
射
線
や
激
し

い
温
度
変
化
な
ど
宇
宙
特
有
の
環
境

に
耐
え
う
る
接
着
剤
が
開
発
さ
れ
実

用
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
で
の
接

着
剤
の
進
歩
も
め
ざ
ま
し
い
。
通
信

台
所
の
ス
ポ
ン
ジ
か
ら

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
ま
で

環
境
対
策
と
情
報
発
信
を

積
極
的
に
推
進

VOC排出量削減への取り組みは、2008年度に目
標値を達成した。消費者に安全な製品を届けたい
という願いから、日本接着剤工業会ではF☆☆☆
☆や4VOC基準適合を満たす製品の認定対象を
会員以外にも広げており、現在海外からも2社の
申請登録がある。
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